
当財団は2021年12月22日に創立40周年を迎えました。
これまで当財団は、顕微鏡下のミクロな世界から人体、
さらには深海から宇宙まで幅広くハイビジョン技術の普
及を推進するとともに、最近ではバーチャル技術やAIを
活用した技術やサービスの提供など、さまざまな産業分
野への技術展開を進めてきました。
特に宇宙に関連した事業としては2000年代当初より

JAXA・NHKのプロジェクトに参加し、かぐや搭載のハ
イビジョンカメラシステムの開発、運用支援業務に取り
組みました。さらに2020年9月にJAXA・NHKから発表の
あった火星衛星探査に4K/8Kカメラを搭載する新たなプ
ロジェクトにおいても、当財団で長年蓄積してきた宇宙
撮影に関わる技術・ノウハウを生かして、支援を行って
いるところです。
そこで、創立40周年オンライン記念講演会として、

JAXA国際宇宙探査センター火星衛星探査機（MMX）プ
ロジェクトチーム・峰松拓毅氏と、NHKで長年宇宙関連
の科学番組を担当され、現在は（株）NHKエデュケーショ
ナル所属の筒井芳典プロデューサーをお招きして、MMX

プロジェクトの目的・概要や、壮大なプロジェクトを伝
える番組制作の取り組みを講演いただきました。
また、当財団の三谷公二理事を司会に、当財団で早く

から宇宙関係のプロジェクトに関わってきた太刀野順一
チーフエンジニアも参加して、未知の宇宙探査にかける
想いやそれを人々にどのように伝えていくのかなど夢の
ある挑戦について対談いただきました。

MMX（Martian Moons eXploration）プロジェクトとは
MMXプロジェクトとは日本が主導する国際協働ミッ
ションで、火星衛星の起源や火星圏の進化の過程を明ら
かにすることを目的とした火星探査計画です。2024年度
に打ち上げ、火星の衛星フォボスに着陸してサンプルを
採取し、2029年度に地球に持ち帰る野心的なプロジェク
トです。このサンプルリターンミッションは、人類初の
火星圏からのサンプルリターンとして期待されています。

では、なぜ火星そのものではなく、火星の衛星を探査
するのでしょうか。火星の衛星を探査する意義はどこに
あるのでしょうか。それは、是非JAXA峰松拓毅氏の講演
をご視聴ください。

MMXに搭載される4Kカメラと8Kカメラ
MMX探査機には、11の科学ミッション機器に加えて、

JAXAとNHKの共同研究として、4Kカメラと8Kカメラが
搭載されます。この2台のカメラでどのような映像が撮れ
るのでしょうか。筒井芳典氏の講演では、現在検討され
ている軌道からのシミュレーション映像が紹介されまし
た。直径22km程度の衛星フォボスの向こう側から火星が
昇ってくる「火星の出」といった映像が撮れることも期
待されています。実際のシミュレーション映像は、是非
筒井芳典氏の講演をご視聴ください。
オンライン記念講演会のサイト

https://www.nes.or.jp/anniversary/index.html（図1）

図1　創立40周年オンライン記念講演会

（一財）NHKエンジニアリングシステム

� 開発企画部　井上　友幸

トピックス　 �

創立40周年オンライン記念講演会
 ──まだ見ぬ世界の探求

JAXA
峰松拓毅氏

NHKエデュケーショナル
筒井芳典氏

1VIEW Vol.41 No.2〈2022〉

2022
Vol.41 No.2 3

■ トピックス
・��創立40周年オンライン記念講
演会
・��NHK技術カタログ2022年版

■ テクノコーナー
・��ディスプレー技術の最新動向
・��空間共有コンテンツ視聴シス
テム（後編）
・��ぼやけ度合が異なる画像を用
いた符号化効率改善技術

■ NHK R&D紹介
・��多様なデバイスやユーザー環
境に応じたコンテンツ提示
・��超高精細な3次元情報取得
に向けて

■ 公開されたNHKの発明考案
■ NHK技研最新刊行物



当財団は、NHKの研究開発成果を、放送以外の分野も
含め幅広く皆様に使っていただくため、実施許諾や技術
協力による技術移転の窓口を担当しています。そして、
NHK保有技術および技術移転の仕組みを皆さんに広く理
解していただくための広報活動を展開しています。「NHK

技術カタログ」は、移転可能なNHKの保有技術（技術
シーズ）を簡潔にまとめたリーフレット集で、当財団の
webサイト内「NHK技術の移転」ホームページで、技術
移転の仕組みとあわせて紹介しています。
（https://www.nes.or.jp/transfer/catalog.html）
本カタログで紹介されている技術シーズは、音声・言

語処理、画像・映像信号処理、伝送技術、送信・受信技
術、材料を含むデバイス技術まで、広範囲な分野を網羅
しています。

今期の改訂内容
本カタログは、2012年度に30項目の技術シーズでスター

トし、年1回のペースで項目の入れ替えや内容の充実など
を図っています。今期は、表1の2項目を新たに追加し、
総数が57項目となりました。
また、ホームページ上の技術シーズの分野（分類）で

は、「CG関連技術」を「AR/VR関連技術」に見直すなど、
最新の技術トレンドでまとめました。これによってシー
ズの探しやすさも向上しました。

表1　新たに追加したカタログ（2項目）

タイトル 技術の概要

U-SDIインターフェースの
相互接続性評価技術

4K/8K用機器間インターフェース
U-SDI（Ultrahigh–definition�
Signal/Data�Interface）の相互接続
性評価方法や、改善を図るためのノ
ウハウを提供する

ファイバー基板を用いた高
感度HARP撮像デバイスの
作製技術

数ミクロン径のガラスファイバーを
多数束ねたFOP（Fiber-Optic-Plate）
基板上に、高感度なセレン光電変換
膜を作製する

デザイン刷新
昨今、ペーパーレス化と展示会のオンライン化が進ん
だことから、従来、印刷したリーフレット集を提供して
いた技術カタログも、お客様が「NHK技術の移転」ホー
ムページにアクセスして関心のあるカタログを部分的に
ダウンロードする形が主流になりました。
このたび、デザインを刷新し、リーフレットの表ペー
ジ左上に「NHK技術カタログ」のロゴを入れることで、
単体でも、掲載されている技術がNHKの技術シーズであ
るとひと目でわかるようにしました（図1、2）。

図1　新しいデザイン

図2　旧版のデザイン

おわりに
NHK技術カタログに掲載される技術シーズは、放送技
術がベースとなりますが、応用範囲としては放送以外の
分野でも汎用的に利用できるものが多く含まれています。
今後も、「NHK技術カタログ」をベースとして、オン

ラインを含む展示会やシーズ紹介などの場でNHKの保有
技術を分かりやすく紹介していきます。さまざまなシス
テムや機器のコア技術として、NHKの保有技術を利用し
ていただけるように、今後も内容を充実させていきます。

（一財）NHKエンジニアリングシステム
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はじめに
2021年12月に、ディスプレー関連で国内最大の国際

学 会 で あ るIDWʼ21（The 28th International Display 

Workshops）が開催されました。IDWは例年国内の国際
会議場で行われますが、新型コロナウイルス感染症の影
響を受けて、前年に続いてオンライン開催となりました。
オンラインでの会議ではディスカッションが行いづらい
という昨年の参加者の意見を受けて、今回は発表後の質
疑応答の他にも“Extended Live Q&A”と“Enhanced 

Discussion”と呼ばれるディスカッションルームが開設
され、発表者と参加者との議論の場が充実していました。
ここでは、IDWʼ21での発表から、ディスプレー技術関

連の最新動向を紹介します。

立体映像・AR/VR関係
立体映像・AR/VR関係では、ハードウエアやアプリ
ケーション、人間工学に関わる技術などの広範囲な発表
がありました。
シースルー型およびNear-eye ARディスプレー関連で
は、台湾の国立彰化師範大学と国立陽明交通大学のグルー
プからコンピューター生成ホログラム（CGH: Computer 

Generated Hologram）ディスプレーシステムについて
報告がありました。小型軽量のホログラフィック光学素
子とその非点収差を補正するCGHアルゴリズムを組み合
わせた広視野角ARシステムを提案しています。また、ホ
ログラム表示技術では、東京農工大学より、パルス変調
MEMS SLM（Spatial Light Modulator）を使用したホロ
グラフィックディスプレーシステムの発表がありました。
レーザー光のダブルパルスと光学系の工夫により、従来に
比べ低スペックルノイズで5倍明るい像が得られています。

空中インターフェース技術
コロナ禍の状況を反映して、非接触制御技術について

の報告が多数ありました。
東京大学からは、空中インターフェースとしての超音

波触覚提示技術について報告がありました。超音波トラ
ンスデューサーの配列を使用して、人間の皮膚に触覚を
遠隔で提示します。超音波は焦点生成による単純な触覚
刺激だけでなく、水のミストと組み合わせることで冷感、
手袋と組み合わせることで温感などの皮膚感覚も提示で
きることが報告されました。また、アルプスアルパイン
と宇都宮大学のグループから、腕や指の動作を検知する
非接触で高感度、高ノイズ耐性な静電容量センサーの報
告がありました。正弦波で変調しノイズ成分を低減する

もので、従来に比べSNRが10dB向上し、50mm離しても
十分な信号強度が得られます（図1）。再帰反射空中結像
AIRR（Aerial Imaging by Retro-Reflection）システム
に組み込み、性能を確認しています。
また、米国のSigmaSenseからは、従来の投影型静電容
量方式（PCap: Projected Capacitive）タッチセンサー
よりも高いSNRと感度で人体の電界を検出するソフト
ウェアセンシング技術が報告されました。適応型のセン
シングレシーバーを使用するシグマデルタA/D変換器を
適用することで従来に比べ感度換算で2,700倍以上の性能
を実証し、ディスプレーの1.2～1.5m前の人体を認識し、
0.6m離れた手を識別することができます。

有機ELディスプレー関係
有機EL（OLED）ディスプレー関連では、材料、解析、
デバイス化技術など、ディスプレーの特性向上に向けた
最新技術が報告されました。中でも注目を浴びていたの
が、半導体エネルギー研究所から発表された、半導体に
酸化物IGZO（インジウム-ガリウム-亜鉛酸化物）とシリ
コン（Si）を用いてCMOSを構成した超高精細なOLED

ディスプレーです。ソースとスキャンのドライバーを
一般によく使われているSiのCMOSで形成後、その上に
IGZO-TFTを用いた画素回路をモノリシックで作成し、
さらにその上にOLEDを形成することにより、5,291-ppi

の精細度を有した1,920 × 1,920画素の0.51インチディス
プレーを試作しています。
また、本会議の基調講演では、スタンフォード大学の

テクノコーナー　 �

ディスプレー技術の最新動向
── 国際会議IDW’21報告
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図1　高感度、高ノイズ耐性な静電容量センサーの概要
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Mark L. Brongersma教授から、発光させたい色に合わせ
たMetasurfaceというナノスケールの構造物を作りこむ
ことで、発光色ごとの画素の高さを同じにすることがで
き、OLEDディスプレーの高解像度化に有効な技術との
発表が行われ、関心を集めていました。

広色域化技術
色域を拡げる技術として、最近、量子ドット（QD: 

Quantum Dot）を利用した技術開発が大きく進展してい
ます。QDは、光の波長に近いサイズの半導体微粒子に
よって生じる量子効果を利用するものです。QD材料とし
てはカドミウムや鉛を含むものが先行して開発されまし
たが、環境の面から毒性を有する材料を用いないQDの開
発も進んでいます。

NHK技研からは、低毒性QDを用いたRGB発光素子に
より、国際規格であるITU-R Rec. BT.2020に規定された
色域の約80％を実現したとの発表がありました。赤と緑
にはInP（リン化インジウム）QDを、青にはZnSeTe（セ
レン化テルル化亜鉛）QDを用い、発光層としてQDと電
子輸送材料を混合して塗布することにより、赤緑青の半
値幅がそれぞれ40nm、34nm、23nmの素子の試作に成功
しています。
今後も環境への配慮から、低毒性QD素子の特性改善に
向けた開発が盛んに行われると考えられます。

ストレッチャブル技術
今回の特徴の一つとして、伸び縮み可能ないわゆる“ス

トレッチャブル”ディスプレーを目指した技術の発表が
複数のセッションで発表されていたことが挙げられます。

NHK技研からは、固い基板上に作成した酸化物半導
体（ITZO:インジウム-スズ-亜鉛酸化物）を、弾性のある
ポリマー基板上にアクリル系の接着材料で貼りつけるこ
とで、基板を1.5倍に伸ばしてもTFT特性が変化しないと
の発表がありました。また、韓国科学技術院からは、生
医学用途のウェアラブルデバイスを目指した研究とし
て、エラストマー（ポリジメチルシロキサン:PDMS）の
上にストレス緩和層を形成した2層基板を用い、その上
にOLEDと蛇状にくねらせた配線を形成することにより、
配線部分を140％に伸ばしても発光するOLED光源が報告
されました。また、東北大学からは、ストレッチャブル
液晶ディスプレーを目指して、機械変形に強く自己修復
可能な液晶ジェルの報告がありました。この液晶ジェル
は引き伸ばしに強く、圧縮には若干弱いものの熱処理に
よって修復可能とのことで、伸縮可能な液晶ディスプレー
実現に向けた有用な技術と考えられます。
これらストレッチャブル技術が進展することで、球状

のディスプレーや体に密着させて使用するディスプレー
など、これまでにない応用を可能とするディスプレーが
期待できます。

視覚とティスプレー技術
視覚とヒューマンファクター関連では、例年のように
色知覚を含む視覚特性の研究、人の知覚に適合するディ
スプレー特性の測定法、質感再現など多数の報告が集ま
り、8つのテーマでオーラルセッションが設けられました。
そんな中、AIとスマートソサエティをテーマとしたジョ
イントセッションや、3Dワークショップとのジョイント
で設けられたセッションでの、医療へのARや3Dの応用
に関する研究報告が目を引きました。
台湾の工業技術研究院のグループからは、透過型ディス

プレーを用いたAR技術の外科手術への応用の報告があり
ました（図2）。このシステムは、透過型ディスプレーを通
して手術対象を見ている外科医に対して、手術を支援する
AR情報（例えばCT/MRIスキャンによる体内の患部の状況
など）を対象となる患部に相当する体表に重なる位置に映
し出すものです。ディスプレーに備えたステレオカメラで
外科医の顔を撮影してAIを用いた認識技術で視線方向を
検出することにより、その視点から見たAR情報を手術対
象の位置に正確に重畳します。精度評価実験では、直径
15cmの球体をターゲットとし、模擬眼に見立てたカメラ
からの撮影映像で評価を行ったところ、対象上の表示画像
の位置ずれは2mm未満に抑えられていた、とのことです。

ステレオカメラ
顔認識・視線検出

対象物
透過型ディスプレー 外科医

情報表示

図2　透過型ディスプレーを用いた外科手術用ARシステムのイメージ

まとめ
ここで取り上げたトピックの他にも、低コスト・高ス
ループット化や高効率化を目指したマイクロLED技術や
AIを用いた新しい画像処理手法など、ディスプレーに関
わる幅広い発表が行われました。
今回も前回に続いてのオンライン開催となりましたが、
新設されたディスカッションルームが有効に活用され、質
疑・応答も活発に行われていました。本会議のようなリモー
ト会議が普及するとともにAR/VRや第五世代移動通信（5G）
を用いた遠隔医療技術などの開発も進み、ディスプレーの
役割が一層重要となっています。今後もディスプレーの高
画質化、高機能化が進展していくことを期待します。

（一財）NHKエンジニアリングシステム

� 先端開発研究部　研究主幹　　清水　直樹
� 研究主幹　　山本　敏裕
� システム技術部　専任部長　比留間　伸行
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前回はVRによる没入空間共有システムおよびARグラ
スが普及した時代のサービスイメージについて紹介しま
した。後編では提案したコンセプトを実際に体験できる
ようにした空間共有コンテンツ視聴システムの開発や活
用事例、今後の展望について紹介します。

空間共有コンテンツ視聴システムの開発
提案したコンセプトの実現のため、VRによる没入空間
共有システムを、VRだけでなく、AR表示や遠方の人物
表示にも対応させ、空間共有コンテンツ視聴システムへ
と発展させました。このシステムで利用しているHMD

はステレオカメラを搭載しており、このカメラで取得し
た映像をそのままHMDに表示することでビデオシース
ルー型HMDとして使用することもできるため、ARとVR

の両方に利用できます。そのため、ARのような日常使い
とVRのような高い没入感とを両立できるAR・VR一体型
HMDの良いシミュレーターになると考えました。そこで、
VRによる没入空間共有システムに、遠方の人物の映像を
伝送して重ねて表示する機能を追加することにより、同
じリビングにいる家族に加え、遠方に住んでいる家族も
一緒にコンテンツを体験できる空間共有コンテンツ視聴
システムを開発しました。システムの構成を図1に示し
ます。このシステムでは、距離センサー付きカメラを用
いることにより、遠方の場所にいる人物の映像を3次元で
撮影して伝送し、それを自分のHMDの映像内に再構成し
て合成表示します（このようにバーチャルで表示される
人物を、以下、バーチャル人物と表現します）。親しい人
とのつながりが重視されるユースケースを考え、ありの
ままの状態を撮影し、再現している点が特徴です。
このシステムを利用して遠方にいる家族や友人と空間

を共有しながら一緒に過ごすためのコンテンツとして3つ
のコンテンツを制作しました。

（1）空中テレビ
従来のテレビをバーチャルなテレビとして空中に表示
し、家族や友人と一緒に視聴するものです（図2）。

図2　空中テレビ

（2）筋肉体操AR
技研公開2019で展示したコンセプトを実際に体験でき
るようにしたものです。3次元で表示された先生を見るこ
とを通じ、体験者同士が先生の筋肉のすばらしさについ
て話す様子や、一緒に体操をしてみるなどのコミュニケー
ションを確認できました（図3）。

図3　筋肉体操AR

（3）水族館VR
VR天球の映像に対して、近距離エリアはビデオシース

ルーによる実空間の映像を表示することにより、自分の体
をVR内に表示し、さらに遠方の人物を加えることによって、
離れた場所にいる人とでも、一緒に水族館のVR空間に旅
行に行くような体験を作り出すことに成功しました（図4）。

これらのコンテンツのデモなどを通して得た知見を活
かし、技研公開2021では、新しくインタラクションに注目
したコンテンツを制作しました。これまでに制作した空
間共有コンテンツは、視聴者同士が空間を共有しながら、

テクノコーナー　 �

空間共有コンテンツ視聴システム（後編）
── ARグラスが普及した未来のサービスに向けて

図1　空間共有コンテンツ視聴システムの構成
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自由に楽しむものであり、コンテンツの中に、視聴者の体
験の仕方を導くような仕掛けはないものでした。そのた
め、体験者によってはコンテンツの受動的な視聴に集中
してしまい、体験者同士のコミュニケーションが起きにく
い状態でした。そこで、技研公開2021では、体験者同士
のコミュニケーションを促すような仕組みを入れたコンテ
ンツを制作しました。コンテンツのテーマは重要文化財の
遮光器土偶です。土偶のCG（Computer Graphics）を懐
中電灯で照らしながら、一緒に土偶の特徴を探るという
体験を設計しました（図5）。一緒に同じ場所を照らすと、
次のシーンに進むといったコミュニケーションを促すため
の仕掛けを入れています。また、相手が照らしている場
所がわかるようになっているため、直接相手の姿を見なく
ても、ライトの動きが視界に入ってくることにより、相手
の存在を感じられるようになっています。コンテンツを見
ながら生じるコミュニケーションは、深い理解や主体的な
学びにつながっていくと期待しています。

図5　技研公開2021の展示

システム活用事例と今後の展望
空間共有コンテンツ視聴システムを開発することによ

り、バーチャル人物と一緒に、ARやVRを使ったコンテ
ンツを楽しむ体験を得ることができるようになりました。
システムをさまざまな方に体験していただくことにより、
空間共有の課題や活用の可能性が見えてきました。それ
らをふまえ、本章では、今後の目指す取り組みについて
紹介します。

1．つながり感を高めるバーチャル人物表示
1つ目は、家族・友人や出演者などのバーチャルで表示
される人物とのつながり感を高めるための表示方法です。
コンテンツの視聴空間は、広いリビングや個人の部屋な
ど、さまざまな大きさがあります。さらに、家具などの
レイアウトも考慮すると、多種多様な視聴空間が想定さ
れます。そのような視聴空間において、バーチャル人物
をどのような場所に表示していけばよいかという課題は、
空間認識などの技術的な観点や、バーチャル人物に対す
る親近感などの意味合いの理解においても重要な課題で
あると言えます。例えば、正面にいるバーチャルの出演
者と隣に座って語りかけてくるバーチャルの出演者は、
印象にどのような違いが出てくるでしょうか。また、等
身大の人物と小さく表示される人物では、意味合いにど
のような違いが出てくるでしょうか。そのような表示デ
ザインを考えていくために、現状のリビングがどのよう
なレイアウトになっているかや、普段、誰とどのような
位置関係でテレビを見ているかなどについて実態調査を
進めています（図6）。これらの結果を参考にしつつ、試
作と評価を繰り返すことで、つながり感を高めるために
有効なバーチャル人物の表示方法を明らかにしたいと考
えています。

図6　テレビ視聴時の実態調査の例

2．番組制作への活用
2つ目は、番組制作への活用です。昨今、リモート出演
などが増えてくる中で、バーチャル人物を表示させるこ
とへの需要はますます大きくなってきています。
そのような中、2021年3月放送の「こどものど自慢in関

西」という番組で、人物の3次元映像を取得して伝送、合
成することで、大阪に住んでいる子供と東京に単身赴任
中のお父さんが一緒に踊りながら歌うという演出を行い
ました。並んで一緒に歌うだけでなく図7のように、お
互いが触れ合うような心和む様子も見ることができ、そ
のままのお父さんをそこにいるように表示させる技術の
重要性や可能性を感じさせるものでした。コロナ禍で会
うことが困難な出演者同士がAR・VR技術を活用してつ
ながる様子が視聴者にも大きな感動を与え、つながるこ
との重要性を改めて認識しました。このような効果は、

図4　水族館VR
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他の番組制作にも生かしていけると期待しています。

3．映像の記録、つながりを生かしたコンテンツ活用
そして最後にもう一点、注目していきたいことは、映

像を記録し、活用していくということです。一例を図8
に示します。これは、災害直後（図8左）と復興の様子
（図8右）の360度映像を天球として重ね合わせて表示し、
比較しながら体験できるようにしたVRアプリです。
災害の様子をありのままに記録し、後世に伝えていく

ことは、メディアの重要な役割の1つです。その一例とし
て、比較しながら映像体験することで、主体的な理解や
学びができることを期待したアプリを開発しました。自
分で2つの映像の表示領域をコントロールできるインタラ
クティブな要素があることで、さまざまな点に注目し、
そこから気づきや議論が生まれるということが分かりま
した。つながりを深めるだけでなく、つながりがあるこ

とによって生じる議論が、コンテンツそのものの理解を
助け、学びを深めていけるようなコンテンツのあり方も
考えていきたいと思います。

むすび
このようにNHK放送技術研究所では、人と人をつなぐ

ために空間を共有しながらメディアを楽しめる環境を試
作し、その中で、どのような体験ができるようになって
いくかという研究を進めています。
今回は、主にAR・VR技術を中心としたサービスにつ
いて紹介しました。ARには、そのさまざまな機能を活用
していくことで、新しい日常を作っていける可能性があ
り、VRには、これまでにない没入体験や体感メディアを
作り出せる可能性があります。その応用先は、空間の距
離を超えたつながりだけにとどまらず、過去の視聴体験
を再現するなど、“時間を超えたつながり”にも広げられ
る可能性を秘めています。

AR・VRデバイスは、今後さらに身近なデバイスとし
て広がっていくことが期待されています。そのような技
術を活用していくことにより、「つながり」のような価値
や、臨場感のある体験など、新たなサービスイメージを
作っていくことを目指し、研究を進めていきます。

（一財）NHKエンジニアリングシステム

� 上級研究員　　吉野　数馬
　　　　　　　�NHK放送技術研究所�

� 　空間表現メディア研究部　川喜田　裕之
 上級研究員　　半田　拓也
 上級研究員　　久富　健介

図7　放送番組での活用

図8　災害直後と復興の様子を比較体験できるVR
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はじめに
将来の放送高度化の実現に向けて、我々はさまざまな

アプローチで動画像の符号化効率の改善技術を研究して
います。その中で本稿では、ぼやけ度合が異なる動画像
の符号化効率を改善する技術の研究成果について説明し
ます。

Versatile Video Coding / H.266（VVC）などの動画像符
号化技術では、小ブロック領域であるCoding Unit（CU）
ごとに同一フレーム内（画面内）の隣接画素や過去のフ
レームとの間（画面間）で類似画像を探索（予測）しま
す。そして予測された隣接画素の方向や過去のフレーム
との間の動きベクトル情報などを符号化するため、画像
情報をそのまま符号化する場合に比べて情報量を大幅に
削減することができます。ただし、VVCには同一フレー
ム内や過去のフレームとの間でぼやけ度合が変化する場
合に有効なツールが用意されていません。このためカメ
ラレンズの被写界深度の内外や、動画像内で動き速度が
変化するオブジェクトなど、同一フレーム内や過去のフ
レームとの間でぼやけ度合が大きく変化する際には、符
号化効率が大きく低下する場合があります。
以上を踏まえて次節で説明する提案法では、画面内・

画面間予測においてぼやけ度合が異なる複数の画像を生
成して予測に用いることで、ぼやけ度合の変化に対応す
ることができる技術を開発しました。

提案法
図1に提案法の全体図を示します。提案法の画面内・

画面間予測では、VVCの予測に用いるCUの局部復号画
像に加えて、その鮮鋭化・ぼやけ画像を生成します。そ
してこれらの3種類の画像を用いた予測を行い、Rate 

Distortion（RD）コストが最小となる結果を選択します。
図2に提案法の画面内予測における鮮鋭化・ぼやけ画
像の生成方法を示します。提案法では、予測に用いる被
予測CUの左側や上側の隣接CUの局部復号画像に対して
ウェーブレット分解を行います。そしてその水平・垂直・
対角方向の高周波帯域内の全ての要素をα倍（α > 1）お
よびβ倍（β < 1）することで高周波帯域成分を強調およ
び抑制した後で再構成処理を行い、鮮鋭化・ぼやけ画像
を生成します。
また提案法の画面間予測における鮮鋭化・ぼやけ画像

の生成では、画面間予測のRandom access予測構造に基
づく参照フレーム内の予測に用いるCUの局部復号画像に
対して画面内予測と同様の処理を行い、鮮鋭化・ぼやけ
画像を生成します。

実　験
提案法を国際標準化されたVVCのTest Modelである

VTM 10.0に実装して、符号化効率の改善効果を確認しま
した。図3に実験に用いた評価用動画像を示します。同図
に示す動画像は、ITEとARIBが開発してNESが頒布する
ITE標準動画像であり、同じ絵柄でHD（1920×1035/60/
Iを黒挿入により1920×1080/60/Iに拡大）およびSD（720
×480/60/P）の2つの解像度を持ちます。これらの動画
像は符号化難度が非常に高い動画像として選定しまし
た。図4に評価用動画像の輝度Yのパワースペクトルを示

テクノコーナー　 �

ぼやけ度合が異なる画像を用いた符号化効率改善技術
── 同一フレーム内や複数フレーム間でぼやけ度合が異なる動画像の符号化効率改善を目指して

図1　提案法の全体図

図2　鮮鋭化・ぼやけ画像の生成方法（画面内予測の場合）

　　����Whale�show����������������European�market������������Crowded�crosswalk

図3　評価用動画像
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します。同図よりWhale showは、水しぶきや大勢の観
客のような細かいテクスチャを持つ領域において高い空
間高周波パワーを持つことが分かります。さらにWhale 

showは、シャチやカメラパンなどの動きによりぼやけ度
合が大きく変化するため、符号化難度は非常に高くなり
ます。実験条件としては、Quantization parameterは固
定値で22、27、32、37、予測モードはRandom access、
Group of pictureサイズは16、Intra periodは32、α、β
は予備実験によって求めた値として1.25、0.75とします。
表1に符号化効率の改善率を示す指標として用いられ

るBjøntegaard Delta-rate（BD-rate）を示します。同表
の値はPeak Signal to Noise Ratioが同一の場合のVTM 

10.0を基準とした提案法のビットレートの割合を示して
いるため、負の値が大きいほど符号化効率の改善率は高
くなります。同表より提案法は従来のVTM 10.0に比べて、
HD解像度のBD-rateは輝度Yで最大0.8％、色差Cbで最大
1.4％、色差Crで最大1.6％改善しました。その中でWhale 

showとEuropean marketは改善しましたが、Crowded 

crosswalkの輝度Yでは低下しました。またSD解像度の
BD-rateは輝度Yで最大0.4％、色差Cbで最大1.2％、色
差Crで最大0.7％改善しました。その中でWhale show

では改善しましたが、European marketとCrowded 

crosswalkの輝度Yでは低下しました。
次に符号化効率が低下した原因を調べるために、提案
法における鮮鋭化・ぼやけ画像の1画素あたりの選択率を
表2に示します。同表よりWhale showのように高い空間
高周波パワーを持ち、動きなどによりぼやけ度合が大き
く変化しやすい動画像では、鮮鋭化・ぼやけ画像の選択
率が高くなっています。このためこれらの画像を用いた
予測によるゲインがコストを上回るほど、符号化効率が
改善する傾向があることが分かります。

まとめと今後に向けて
動画像の画面内や画面間でぼやけ度合が異なる場合の
符号化効率を改善するために、従来の局部復号画像に加
えてその鮮鋭化・ぼやけ画像を生成して、画面内・画面
間予測に用いる方法を提案しました。提案法をVTM 10.0
に実装して実験を行い、提案法の画面内・画面間予測に
おいて鮮鋭化・ぼやけ画像の選択率が高いほど符号化効
率が改善する傾向があることを示しました。
今後も本研究をさらに進めるとともに、放送高度化の
実現に向けてさまざまな研究開発を行っていきたいと思
います。

（一財）NHKエンジニアリングシステム

� 先端開発研究部　上級研究員　松尾　康孝

表1　符号化効率の改善率

表2　鮮鋭化・ぼやけ画像の選択率（1画素あたり）

　　　�　　　　�　水平方向　　　　　　　　　　　　��　���　垂直方向
HD解像度（1920×1080/60/I）

　　　　　　　　��水平方向　　　　　　　　　　　　　　��　垂直方向
SD解像度（720×480/60/P）

図4　評価用動画像の輝度Yのパワースペクトル
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■ 新たな視聴体験を実現するIoTデバイス
近年、さまざまなIoT（Internet of Things） ＊ １ デバイ
スが普及し、スマートフォンやタブレットでニュース記
事を読んだり、スマートスピーカーでネットラジオを聴
いたりするなど、メディアの利用方法は多様化していま
す。放送においても、IoTデバイスを活用することで、時
間や場所を選ばない映像・音声の提示や、テキスト・照
明・振動を用いた情報提示によるアクセシビリティーの
向上、番組表現の拡張による新たな視聴体験の実現など、
従来のテレビにはなかったサービスが期待されています。

■ IoTデバイスへのコンテンツ提示に向けた課題
放送は、テレビやラジオなどの専用の受信機（デバイ

ス）にコンテンツを提供することを前提に運用されてき
ました。そのため、さまざまなデバイスやユーザー環境
に応じて情報を提供する仕組みにはなっていません。前
述のような多様な利用方法に合わせた放送コンテンツの
提示を実現していくには、デバイスが自律的にコンテン
ツの内容を判断し、ユーザーの置かれた状況に応じて情
報を提示できるような新たな仕組みが必要となります。

＊ １　パソコンやスマートフォンだけでなく、あらゆる物がインターネット
につながること。

■ IoTベースメディアフレームワーク
そこでNHK放送技術研究所では、コンテンツ、デバイ
ス、ユーザーの3つの要素から得られた情報を基に、テレ
ビを含む多様なIoTデバイスが自律的にコンテンツを提示
する仕組みである「IoTベースメディアフレームワーク」
の研究開発に取り組んでいます（図1）。このフレーム
ワークでは、放送局がコンテンツの配信情報（放送チャ
ンネルや配信URLなど）や内容の記述（出演者・シーン
情報など）を提供することで、IoTデバイスが自身の機能
やユーザーの状況・好みに応じてコンテンツを取得・提
示します。我々は、コンテンツ記述方式の検討や、W3C
（World Wide Web Consortium） ＊ ２ 標準のWeb of Things

（WoT） ＊ ３ に基づくテレビ機能とIoTデバイスの連携技術
の試作、相互接続検証イベント（WoT Plugfest ＊ ４）への
参加などを通じて、IoTベースメディアフレームワークの
実現性検証を行っています。
今後も、日々進化するデバイスやユーザー環境に柔軟
に対応しながら、豊かな体験と、安全・安心に寄与する
放送サービスの実現を目指していきます。

NHK放送技術研究所

� ネットサービス基盤研究部　遠藤　大礎

＊ ２　Webの標準化団体。
＊ ３　Webの標準技術を基盤として、IoTデバイスを相互運用するための
W3C勧告。
＊ ４　メーカー、アプリ開発者、サービス提供者が参加するイベント。

NHK�R&D紹介　 �

多様なデバイスやユーザー環境に応じたコンテンツ提示
── IoTベースメディアフレームワーク

図1　IoTベースメディアフレームワークの概要
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■ インコヒーレントデジタルホログラフィーとは
デジタルホログラフィーは、被写体の3次元情報を取得
できる技術です。通常のデジタルホログラフィーではレー
ザー光を用いるため、撮影環境に制限がありました。一
方、インコヒーレントデジタルホログラフィー（IDH：
Incoherent Digital Holography）は、自然光やLED（Light 

Emitting Diode）光源などの干渉性の低い光（インコヒー
レント光）の下で撮影を行うことで、3次元情報を取得で
きます。IDHでは特殊な光を使わないため、さまざまな場
所での3次元情報取得に使用できる可能性があります。

■ IDHの原理
IDHの光学系を図1に示します。LED光源を照射した物

体（ここではヒョウとシマウマの玩具）からの光（物体
光）はビームスプリッターで2つの光に分離します。一方
の物体光は平面ミラーで、他方は凹面ミラーで反射され、
再びビームスプリッターで合成されて撮像素子に入射し
ます。このとき2つの光にはわずかな光路差が生じている
ため、干渉縞（ホログラム）が生成されます。
次に、平面ミラーの位置をわずかに変えた4か所で、条

件の異なる4つのホログラム像を撮影します。これらのホ
ログラム像から、計算機上でホログラムの振幅と位相を
求め（図2）、さらに光の逆伝搬計算を行うことにより、

任意の奥行き位置での画像を得ることができます（図3）。

■ ホログラムの撮影と画質改善に向けた原理検証
NHK放送技術研究所では、実写によるIDHの情報取得

システムを試作し、逆伝搬計算により、任意の奥行き位
置で画像が得られることを確認しました。また、物体の
奥行き位置、レンズや撮像素子などの配置、レンズの焦
点距離と、画質との関係を計算で明らかにし、物体の奥
行き位置に応じた最適な光学系の設計値を理論式で求め
ました。
今後は、さらなる画質改善や動画像の取得を目指して、

IDHの光学系や撮影方法を検討し、将来の超高精細な3次
元情報取得を目指していきます。

NHK放送技術研究所

� 新機能デバイス研究部　主任研究員　室井　哲彦

NHK�R&D紹介　 �

超高精細な3次元情報取得に向けて
── インコヒーレントデジタルホログラフィー

図1　インコヒーレントデジタルホログラフィー（IDH）の光学系
（物体にLED光を照射）

図2　4つのホログラム像から計算した振幅と位相

図3　光の逆伝搬計算で得られた画像
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公開されたNHKの主な発明考案
（2021年11月1日～2021年12月31日）

発明考案の名称 技術概要

インコヒーレントディジタルホログラム撮像装置およ
びその撮像方法  特開2021-173822

再構成された画像のSNRを向上させ得る、インコヒーレントディジタルホログラム撮像装置およびそ
の撮像方法

学習装置、代表画像抽出装置及びプログラム
特開2021-174117

番組映像から、番組制作のノウハウを考慮した代表画像を抽出可能な学習装置、代表画像抽出装置
及びプログラム

疑似体験システム
特開2021-174253 ユーザーに力覚を提示することが可能なVRコンテンツの疑似体験システム

撮像装置
特開2021-175052

簡便な方法で高精度な合焦状態検出と、高画質な画像取得を両立することができる多板撮像方式の
撮像装置

送信装置及び受信装置
特開2021-175059

IPをベースとした通信伝送路に対して親和性の高いものとし、複数の放送伝送路を利用してTLVパ
ケット形式でリオーダリング及び各伝送路間の伝送遅延差を考慮して所定のデータを分割しバルク
伝送する送信装置及び受信装置

送信装置及び受信装置
特開2021-175060

IPをベースとした通信伝送路に対して親和性の高いものとし、複数の放送伝送路を利用してTLVパ
ケット形式でリオーダリング及び各伝送路間の伝送遅延差を考慮して所定のデータを分割しバルク
伝送する送信装置及び受信装置

画像符号化装置、画像復号装置及びこれらのプログ
ラム  特開2021-175090 より符号化効率の優れた画面内予測を用いる画像符号化装置、画像復号装置及びこれらのプログラム

コンテンツ提示装置およびプログラム
特開2021-176081

リクエストにおいて指定されたコンテンツの関連コンテンツを提示することのできるコンテンツ提示
装置およびプログラム

撮像装置
特開2021-176218

撮像素子の信号線の電圧振幅を最適に制御し、ノイズやアーティファクトを抑制することが可能な
撮像装置

翻訳装置、手話映像生成装置、およびプログラム
特開2021-177329

うなずきや指差しなどといった動作に対応する記号を含む翻訳結果を性能良く出力することのでき
る翻訳装置、手話映像生成装置、およびプログラム

画像符号化装置及びそのプログラム
特開2021-177599

ブロックベース符号化に対し親和性の高い態様で、画面間予測精度を高めつつ符号化効率を向上さ
せた画像符号化装置及びそのプログラム

送信サーバ、送信装置、受信装置及びプログラム
特開2021-177611

デジタル放送で利用する誤り訂正符号の符号化データを基に、効率的に、通信を利用して受信側か
らの再送要求に応じてデータ再送を可能とする送信サーバ、デジタル放送に係る送信装置及び受信
装置、及びプログラム

ディスプレイ変調度測定装置およびそのプログラム
特開2021-177626

精度の高いディスプレイ変調度を求めることが可能なディスプレイ変調度測定装置およびそのプロ
グラム

発話音声テキスト生成装置、発話音声テキスト生成
プログラムおよび発話音声テキスト生成方法

特開2021-179468

複数の発話音声を含んだ音声データと対応付するテキストデータとから、発話区間ごとの音声デー
タとテキストデータとを生成することが可能な発話音声テキスト生成装置、発話音声テキスト生成プ
ログラムおよび発話音声テキスト生成方法

フレームトランスファー型CCDエリアイメージセン
サ  特開2021-180218 スミアの発生を抑制したフレームトランスファー（FT）型CCDエリアイメージセンサ

放送通信制御装置、番組選択装置、放送通信制御シ
ステム、及びプログラム  特開2021-180381

特定の配信サーバへアクセスが集中した場合に、映像の品質低下を抑制する放送通信制御装置、番
組選択装置、放送通信制御システム、及びプログラム

画像復号装置及び画像復号方法
特開2021-180492 符号化効率を改善する画像復号装置及び画像復号方法

予測画像補正装置、画像符号化装置、画像復号装置、
及びプログラム  特開2021-180495

予測画像を適切に補正可能とする予測画像補正装置、画像符号化装置、画像復号装置、及びプログ
ラム

二方向狭指向性マイクロホン
特開2021-182662

複雑な構造や製造を回避して、1本の音響管を使用し直線二方向に狭指向性で分離収音可能とする二
方向狭指向性マイクロホン

インコヒーレントディジタルホログラム用撮像素子、
撮像装置およびその撮像素子の製造方法

特開2021-184002

1回の撮影でホログラムの強度と位相の計算に必要な干渉縞情報を取得できるインコヒーレントディ
ジタルホログラム用撮像素子、撮像装置およびその撮像素子の製造方法

光変調素子及び位相計測装置
特開2021-184033

従来、複数の光学素子の組み合わせで実現していた機能を単一素子で実現することができる光変調
素子及び位相計測装置

変換装置、学習装置、およびプログラム
特開2021-189596

映像を入力し、その映像内の特定の部分領域を切出す処理を行うことなく、その入力データに対応
する記号列を出力できるようにするための変換装置、学習装置、およびプログラム
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発明考案の名称 技術概要

映像区間重要度算出モデル学習装置およびそのプロ
グラム、ならびに、要約映像生成装置およびそのプ
ログラム  特開2021-189967

映像以外の特殊なデータを必要とせず、要約映像を生成することが可能な映像区間重要度算出モデ
ル学習装置およびそのプログラム、ならびに、要約映像生成装置およびそのプログラム

固体撮像素子およびその製造方法
特開2021-190478

性能を低下させることなく、製造工程の簡略化および低コスト化が可能な固体撮像素子およびその
製造方法

カラー撮像素子及び電子機器
特開2021-190481

垂直色分離型のカラー撮像素子において、入射光の各波長域成分が対応する光電変換層で焦点を結
び色分離することを可能とするカラー撮像素子及び電子機器

画像符号化装置、画像復号装置及びこれらのプログ
ラム  特開2021-190718

HEVCやVVC等のブロックベース符号化に対し親和性の高い態様で、画面内予測において8画素×8
画素以下の比較的小さなサイズの被予測ブロックにおいても、方向性予測を高精度に行う画像符号
化装置、画像復号装置及びこれらのプログラム

彩度補正装置、映像信号変換装置及びプログラム
特開2021-190788

HDR映像信号をSDR映像信号に変換する際の彩度補正処理において、彩度の不連続を抑制する彩度
補正装置、映像信号変換装置及びプログラム

ゲートウェイ装置、受信装置、データ通信システム
およびプログラム  特開2021-190865

マルチキャスト方式で伝送されたデータのより確実な受信を図るゲートウェイ装置、受信装置、デー
タ通信システムおよびプログラム

三次元画像処理装置及びプログラム
特開2021-190970

三次元画像を伝送または蓄積するシステムにおいて、三次元モデルを所望の視点でレンダリングす
る際に、レンダリングにより得られる二次元画像の劣化を補正する三次元画像処理装置及びプログ
ラム

送信サーバ、送信装置、受信装置及びプログラム
特開2021-192502

デジタル放送で利用する誤り訂正符号の符号化データを基に、効率的に、通信を利用して受信側か
らの再送要求に応じてデータ再送を可能とする送信サーバ、送信装置、受信装置及びプログラム

決定装置、符号化装置、復号装置及びプログラム
特開2021-193797

イントラ予測における符号量を減少させ、符号化効率の改善を図る決定装置、符号化装置、復号装
置及びプログラム

翻訳装置およびプログラム
特開2021-196708

手話ラベルに対応するモーションデータが不足している場合にも翻訳前の自然言語文全体の意味を
適切に表す翻訳結果を出力することのできる翻訳装置およびプログラム

立体像奥行き制御装置及びそのプログラム
特開2021-196915 空間の歪みと形状の歪みとの割合を調整できる立体像奥行き制御装置及びそのプログラム

画像変換用ネットワーク学習装置およびそのプログ
ラム、ならびに、画像変換装置およびそのプログラ
ム  特開2021-196943

CG画像を実写化するニューラルネットワークを学習する画像変換用ネットワーク学習装置およびそ
のプログラム、ならびに、画像変換装置およびそのプログラム

触覚メタデータ生成装置、映像触覚連動システム、
及びプログラム

特開2021-197110

映像から動的な人物オブジェクトを自動抽出し対応する触覚メタデータを同期して自動生成する触
覚メタデータ生成装置、生成した触覚メタデータを基に触覚提示デバイスを駆動制御する映像触覚
連動システム、及びプログラム

固体撮像素子およびその製造方法
特開2021-197518 画質が良好な固体撮像素子およびその製造方法

カメラ制御装置及びプログラム
特開2021-197572

外部から得られる位置情報を用いることなく被写体の位置を検出し、被写体を常にカメラの視野内
に収めるカメラ制御装置及びプログラム

多重信号変換装置及びそのプログラム、並びに、受
信機  特開2021-197584

CMAFの適否に関わらず、正常に映像・音声を再生できる多重信号変換装置及びそのプログラム、
並びに、受信機

映像変換装置及びプログラム
特開2021-197633

人手による作業を軽減しながら、高解像度の番組映像から番組内容に応じた画像を含んだ低解像度
の番組映像を作成する映像変換装置及びプログラム

映像符号化ストリーム編集装置及びプログラム
特開2021-197643

映像符号化ストリームを部分編集する際の品質の劣化を低減する映像符号化ストリーム編集装置及
びプログラム

視聴端末及びプログラム
特開2021-197671

複数の動画再生要素によりそれぞれの動画をしているときに再生時刻がずれたとしても、その再生
時刻のずれを訂正し、動画再生の同期を実現する視聴端末及びプログラム

学習装置、ループフィルタ制御装置及びそれらのプ
ログラム、並びに、復号装置

特開2021-197683

ループフィルタの処理量を抑制できる学習装置、ループフィルタ制御装置及びそれらのプログラム、
並びに、復号装置

映像入力装置、映像出力装置、映像伝送システムお
よびプログラム  特開2021-197700

隣り合う映像間の境界線の発生を抑制する映像入力装置、映像出力装置、映像伝送システムおよび
プログラム
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NHK技研最新刊行物

『NHK技研だより』
（2022年1月号）
Top News
おかげさまで技研ビル20周年！

News
「8K、AIの研究が高く評価されました！」
「北海道、福井、愛知で研究成果を展示」

R&D
「高精細な光線再生型3次元映像表示技術～光
線数を増やすための光線多重技術を開発」

連載　新しい視聴体験をもたらすコンテンツ
制作技術（第3回/全3回）
「ハイスピード撮像技術」

次回連載予告

連 

載 月号
No.202

 1 2022

January Issue

NHK放送技術研究所　
〒157-8510 東京都世田谷区砧 1-10-11　
TEL：（03）3465 -1111［NHK代表］
https://www.nhk.or.jp/strl/

Science & Technology Research Laboratories

次回連載予告

連 

載 月号
No.202

 1 2022

January Issue

NHK放送技術研究所　
〒157-8510 東京都世田谷区砧 1-10-11　
TEL：（03）3465 -1111［NHK代表］
https://www.nhk.or.jp/strl/

Science & Technology Research Laboratories

おかげさまで
技研ビル20周年！

現在の建物は2002年3月に落成披露
式典を執り行い、1930年に現在と同じ
敷地内に開所されて以来の3代目の研究
棟となりました。当時の白黒テレビを目
指した研究の流れを引き継ぎ、3代目と
なっても、8Kの研究をはじめ世界をリー
ドする放送技術の研究を進めてまいりま
した。また、敷地外周部を緑化し広場と
して整備したうえで世田谷区に提供した
ほか、講堂でコンサートなどのイベント
を開催するなど、地域の皆さまとの交流
にも取り組んでまいりました。今回、普
段なかなかご覧いただくことができない
特殊な実験室をご紹介します。

■クリーンルーム
カメラやディスプレーなどに用いる精
密なデバイスや材料の試作実験では、僅
かなほこりでも動作不良や欠陥の原因に
なります。このため、非常に目の細かい
フィルターで空気中のほこりをほとんど
除去した、特殊な実験室であるクリーン
ルームを使用します。　
研究員は、服や皮膚から出るほこりを

抑えるために、全身を覆う専用のスーツ
やグローブを着用して実験します。

クリーンルームからは、
暗いところでも撮影が可
能な「高感度カメラ」や、
薄くて軽くて曲げられる
「フレキシブルディスプ
レー」などが生み出され
ました。

■音響無響室
テレビやラジオでお伝えする音は、壁
や家具などいろいろなところで反射して
耳に届きますが、スピーカーやマイクの
性能を精密に測定するときには、音の反
射がない場所が必要です。
当所の音響無響室は、日本最大級の
吸音くさび（長さ約2メートル）を壁全
体に設置し、極めて低い周波数（40Hz）
まで音の反射をなくしています。これに
より、ほぼ音の反射の影響を受けない精
密な測定ができます。
音響無響室では、昆虫の足音など小さ

い音を収音できる「昆虫マイク」や、離
れたところの音声を拾うことができる「ウ
ルトラ指向性マイクロホン」などが開発
されました。

■電波無響室
放送などに使用している電波も、地面

や建物、山などいろいろなところで反射
します。現在の地上デジタル放送では、
反射した電波があっても問題なくきれい
な映像や音声が受信できるような工夫が
凝らされていますが、電波を送信する機
器の純粋な性能を測定する場合には、こ
の反射した電波が邪魔になります。
電波無響室は、壁や床、天井に配置し

た電波吸収体により、電波の反射がない
空間を実現しています。中央の回転台に
主にアンテナを設置し、その放射特性を
精度よく測るために使用しています。
電波無響室では、放送衛星のアンテナ

や傘のように折りたためる無線伝送装置
用展開型メッシュ反射鏡アンテナなど、
放送に役立つ機器が開発されました。

クリーンルーム
専用のスーツ、グローブを着用し、フレキ
シブルディスプレーに使う新しいデバイス
を試作しています。

音響無響室
スピーカーと椅子の間の距離を変えられる
ようにして、距離による音の聞こえ方の変
化を計測しています。

電波無響室
中央の台の上にアンテナを設置し、回転
しながらいろいろな角度からの電波の受か
り方を測定しています。

『NHK技研だより』
（2022年2月号）
Top New
研究開発成果の社会還元に向けて

News
「さまざまな分野の研究が評価され、受賞に
つながりました」
「ヨーロッパ最大の放送・メディア技術展
IBCにオンライン出展中」

R&D
「有機撮像デバイス～小型で高精細なカラー
カメラの実現に向けて」

連載　Future Visionが目指す未来のメディア
（第1回/全4回）
「2030–2040年に向けた放送メディアの未来ビ
ジョン」

次回連載予告

連
載 月号

No.203
2 2022

February Issue
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研究開発成果の社会還元に向けて
U-SDIインターフェースの相互接続性評価技術

NHKでは、放送・メディアの持続的な
発展のために、最先端の放送技術および
サービスの研究開発を進めています。こ
れらの研究開発は受信料を基に行われて
いるため、その成果を特許などの知的財
産として権利を確保し、公平かつ適正な
対価で広く一般の皆さまにご利用いただ
く取り組みをしています。

今回は、最新のIT技術やエレクトロニ
クスを紹介する展示会「CEATEC 2021 
ONLINE」（会期：2021年10月19日（火）
から22日（金）。2021年11月末までオ
ンデマンド配信）において、技術移転が
可能なNHKの技術を展示しました（図１）。

■CEATEC 2021 ONLINEの展示概要
NHKは、（一財）NHKエンジニアリン

グシステム（NES）と連携して、研究開
発成果の実用化や社会還元を進めていま
す。その一環として、毎年秋に幕張メッ
セで開催される「CEATEC」のNES ブー
スで、NHKの技術を展示しています。コ
ロナ禍のため、2020年に引き続きオン
ラインで開催され、NESの展示サイトで
以下の技術を紹介しました。

■ U-SDIインターフェースの相互接続性評
価技術
4K・8K用機器間インターフェース

「U-SDI（Ultra-high-definition Signal/
Data Interface）」を備える映像機器を開
発する上では、機器間で信号を安定して
受け渡しするための相互接続性を確保す
ることが重要です。NHKでは、機器間伝
送インターフェースの相互接続性の検証
について、長年の経験に基づく知見を保
有しています。国際規格に合ったデータ
形式で出力できているか、波形は伝送に
適した形になっているかなど、検証する

機器に応じた測定環境の構築や、相互接
続性の改善に必要なノウハウを提供し、
U-SDI機器の開発を支援する技術を提供
しています（図2）。
会期中、NESの展示サイトは合計900

人を超える方々に訪問いただくとともに、
NESの「技術移転」のウェブサイト＊1も
多数の方々に閲覧いただきました。

今後も、研究開発の成果として生まれ
たNHK技術の利用促進に向けた活動を、
積極的に行っていきます。

図2　紹介技術の説明図

相互接続性が低下している例

図1　NESオンライン展示サイト

＊1 https://www.nes.or.jp/transfer/index.html

U-SDI出力特性の改善例
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Application of AR/VR Space-sharing 
System to New Expression at TV program

NHK STRL is conducting research on a space-sharing service using AR and VR technologies, which will enable viewers 
to see people at a remote location, while enjoying television or AR/VR content together with them. In this instance, we 
have attempted a new type of expression, applying these research results for a singing-contest program for children in the 
Kansai area, produced by NHK Osaka Station.

The program concept is to bring songs to people that cannot meet due to the COVID-19 pandemic. In this case, a father 
who is staying in Tokyo for work is invited to sing a song together remotely, with his daughter who lives in Osaka. To 
implement this, we connected Tokyo and Osaka in real time. Images of the father in Tokyo are taken using a depth camera 
that can capture his 3D data (depth and color), and transmitted via a network to Osaka. The received data is composed with 
images of the family shot in Osaka by a small camera attached to a head-mounted display (HMD), as a 3D image matched 
to the motion of the camera. This environment can 
create a scene of the father singing with his family 
in the same space together. Thus, we can produce 
a program with family separated by long distances 
able to share a space together. In production of 
the program, we tried to minimize the number of 
personnel used due to the COVID-19 pandemic, with 
measures such as having only a single technician at 
each location. Beyond having the family members 
simply line up and sing for the program, they could 
also watch the composed video from their different 
locations, which enabled them to connect further and 
reassure one another, creating a heartwarming scene. 

In this program, one performer was a small 
child, so she watched the composed video on a 
monitor rather than using an HMD. In the studio, 
we demonstrated this system with an HMD and the 
host of the program is able to see 3D images of the 
program performers, who are at other locations, 
composed together in front of him. 

NHK STRL will continue to research on new 
viewing styles and program applications connecting 
people at remote locations.

R & D - Display Technologies to Realize New Viewing Styles: Flexible displays
 Thin and Light Flexible Organic Light-Emitting-Diode Display 25

R & D -Display Technologies to Realize New Viewing Styles: Flexible displays
 Inverted OLED –Long lasting emission device, even on film 26
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一般社団法人 映像情報メディア学会
〒105-0011 東京都港区芝公園3-5-8 tel:03-3432-4677 fax:03-3432-4675 h�p://www.ite.or.jp/data/p_t/test_chart/

仕様 Aシリーズ（８K素材） Aシリーズ（４K素材）
画像フォーマット 7680×4320画素, 12bit, RGB 4:4:4, 59.94Hz（59.94p） 3840×2160画素, 12bit, RGB 4:4:4, 59.94Hz（59.94p）
シーケンス数 11 10
シーケンス時間 15秒
データ形式 DPX

４K/８Kテレビシステム評価用標準動画像 Aシリーズ 頒布のご案内
一般社団法人映像情報メディア学会（ITE）は一般社団法人電波産業会（ARIB）とともに、４K/８Kテレビ放送技術の開発に必要

不可欠である「超高精細・広色域標準動画像Aシリーズ」の頒布を開始いたしました。
【主な特徴】
・ITU-R 超高精細度テレビジョンのスタジオ規格ITU-R勧告BT.2020（Rec.2020）に準拠した動画像
・3300万画素CMOS 3板カメラを用いて制作した８K非圧縮映像
・撮影した4320/59.94P のシーケンスからクロッピングした2160/59.94Pの４K素材もセットで提供
・UHDTVマルチフォーマットカラーバー（ARIB STD-B66 1.0版準拠）も提供
・シーケンスは、「舞妓」「着物姿の女性」「十二単の女性」画像を含む全11シーケンスで構成

／【Ｌ：】Ｓｅｒｖｅｒ／ＮＨＫ　ＶＩＥＷ／２０１６年１月号／１１・１２＿広告 2015.12.21 10.50.40

https://www.ite.or.jp/content/chart/




